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こんにちは赤ちゃん訪問率 ％ 訪問世帯数／生後４か月までの子どもがいる世帯数  86.7 100 100 100

98.6乳幼児健診受診率 ％ 各健診受診者数／４か月児健診、１歳６か月児健診、３歳６か月児健診対象者
数

97.2 98.2 98.4

②ー２ 乳幼児相談及び教室事業 乳幼児期に関する相談のほか、歯ぴか教室、離乳食教室、子育て交流会等を行います。。 ●

②ー３ こんにちは赤ちゃん事業
生後４か月までの乳児がいるすべての家庭を助産師等が訪問します。特に支援を必要とされる母子には継
続して訪問します。

●

指標名 単位 算出方法（指標説明）
設定当初 目標値

担当所管
（R1） R６ R１０ R１４

前年度実績値 今年度の進捗

（R3） 目標値
中間値

（９月末）
実績値

（年度末）

② 乳幼児の健康づくりの推進

乳幼児健診、家庭訪問等を実施し、乳幼児にかかる母子の健康づくりを推進するとともに、子育て不安の
解消、養育支援、病気や虐待の未然防止、早期発見に努めます。

№ 名称 概要

健康部
保健センター

総合戦略

②ー１ 乳幼児健診事業 乳幼児の節目の年齢（４か月・１歳６か月・３歳６か月）において健診を実施し、成長・発達の確認を行います。 ●

産後４か月の時点において香芝市で今後子育て
していきたい人の割合

％
4か月児健診時のアンケート（健やか親子21奈良県統一アンケート）で「そう
思う」「どちらかといえばそう思う」と回答した人数／全回答者数

96.2 100 100 100

指標名 単位 算出方法（指標説明）
設定当初 目標値

概要

プレママ教室(母親教室)参加満足度 ％ プレママ教室参加者アンケートで「満足度」を８０％以上と回答した人数／全
回答者数

98.5 100 100

担当所管
（R1） R６ R１０ R１４

前年度実績値 今年度の進捗

（R3） 目標値
中間値

（９月末）

ページ）

政策名 1 未来を創造する子どもたちのために。（子育て・教育）
いつでも気軽に相談できる場所があり、地域に見守られ、のびのびと安心して子育てすることがで
きる。

施策名 1 妊娠期から乳幼児期の切れ目ない支援

総合戦略

ＳＤＧｓ該当分野

① 妊産婦の健康づくりの推進

母子の健康管理をサポートすることで、安心して妊娠・出産・育児ができるよう支援します。また、不妊・不
育症に悩む家族への支援を行います。

№ 名称

（第5次総合計画 前期基本計画 28-29

①ー１ 妊娠出産包括支援事業
妊娠・子育て・育児に関する各種相談・訪問・教室等を実施します。また、全妊婦に対して支援プランを作成
し、特に支援を必要とされる方には電話支援や個別訪問等を継続して行います。

●

実績値
（年度末）

目標達成度
（当該年度

比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

目標達成度
（当該年度

比）

目標達成度
（Ｒ６年度比）

【担当課評価】

Ａ：順調に進捗しており、継続して事業を推進する

Ｂ：進捗が遅れており、改善しながら継続して事業を推進する

Ｃ：進捗状況が悪く、事業の見直しを要する

【成果の方向性】

・拡充 ･･･今年度以上に成果を拡充する場合

・現状維持･･･今年度と同等の成果を維持する場合

・縮小 ･･･「費用対効果が低い」「市が実施する必要性がない」等の理由で

事業を縮小する場合

・休廃止 ･･･「費用対効果が低い」「市が実施する必要性がない」等の理由で

事業を休止または廃止する場合

【コストの方向性】

・拡大 ･･･予定よりもコストを拡大する場合

・現状維持･･･今年度と同等のコストを維持する場合

・縮小 ･･･①「費用対効果が低い」「市が実施する必要性がない」等の理由で

事業を縮小する場合

②「民間委託」「市民協働」等の導入により、コストが縮減できる場合

・休廃止 ･･･上記①の理由等で、事業を休止または廃止する場合

事前記入 事中評価 事後評価 自動反映
凡 例


